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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成17年8月2日付当社「平成18年3月期 第1四半期 財務・業績の概
況(連結)」にて発表した平成18年3月期（平成17年4月1日～平成18年3月31日）の業績予想を下記のと
おり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成18年3月期中間業績予想数値の修正（平成17年4月1日 ～ 平成17年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 24,200 1,350 700 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 23,000 950 600 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,200 △400 △100 

増 減 率            （％） △5.0 △29.6 △14.3 

（ご参考） 
前期実績(平成17年3月期中間) 

25,913 2,069 1,012 

 
２．平成18年3月期中間連結業績予想数値の修正（平成17年4月1日 ～ 平成17年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 34,000 1,400 650 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 33,000 900 500 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,000 △500 △150 

増 減 率            （％） △2.9 △35.7 △23.1 

（ご参考） 
前期実績(平成17年3月期中間) 

35,720 2,130 839 

 
 
 
 
 



３．平成18年3月期通期業績予想数値の修正（平成17年4月1日 ～ 平成18年3月31日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 51,000 3,700 2,000 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 49,200 3,000 1,700 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,800 △700 △300 

増 減 率            （％） △3.5 △18.9 △15.0 

（ご参考） 
前期実績（平成17年3月期） 

51,706 3,632 1,671 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 23円04銭 

 
４．平成18年3月期連結業績予想数値の修正（平成17年4月1日 ～ 平成18年3月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 73,000 4,300 2,200 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 71,400 3,400 1,900 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,600 △900 △300 

増 減 率            （％） △2.2 △20.9 △13.6 

（ご参考） 
前期実績（平成17年3月期） 

72,135 4,107 1,736 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 25円75銭 

 

５．修正の理由 

（１）個別 

 前期（平成17年3月期）から引続き、世界的な原油、ナフサ価格の高騰により、当社製品の主原料

である塩化ビニール樹脂、ポリカーボネート樹脂等の価格が数次に亘り引き上げられました。これに

対して当社は、コストダウンと販売価格の転嫁に努力してまいりましたが、当中間期においては、原

材料価格の上昇と販売価格の転嫁にタイムラグが生じたことに加え、工業用プレートが半導体、液晶

関連の設備投資の回復が予想より遅れていることにより低迷したことも重なり、当初の公表数値を下

回る見込となりました。 

 また、通期につきましては、床材がマンションリフォーム分野を中心に好調が継続すること、半導

体、液晶製造装置分野の回復が見込まれること及び製品値上げとコストダウンを推し進めることによ

り上記予想としております。 

（２）連結 

 主として個別の業績修正に伴い修正するものです。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくものであり、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。    

以 上 


